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湘
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整
備
・
管
理
運
営
事
業

問
　
今
回
の
再
延
期
は
、
公
園

の
出
入
口
と
し
て
予
定
し
て
い

た
２
か
所
の
う
ち
の
１
つ
で
あ

る
、
西
側
出
入
口
の
安
全
性
や

円
滑
性
の
面
で
、
県
の
道
路
管

理
者
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
当
初

の
プ
ラ
ン
を
断
念
し
て
、
駐
車

場
を
東
側
駐
車
場
の
み
に
集
約

し
、
公
園
出
入
口
も
、
東
側
出

入
口
の
１
つ
だ
け
と
す
る
と
い

う
判
断
を
市
は
行
っ
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
施
設
配
置
を
一
部
見

直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
や
事
業
者
と
の
協
議

を
進
め
る
上
で
、
最
長
で
も
１

年
半
か
か
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
工
事
を
着
手
す
る
た
め
の

実
施
協
定
締
結
の
期
限
を
、
令

和
６
年
３
月
29
日
に
更
に
延
期

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
は

道
路
管
理
者
の
指
摘
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
解
決

で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
か
伺

う
。

都
市
整
備
部
長
　
関
係
機
関
と

の
協
議
を
進
め
る
中
で
、
３
年

度
に
入
っ
て
４
月
に
交
通
管
理

者
か
ら
、
６
月
に
道
路
管
理
者

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
協
議
な
ど
に
よ
る
管
理

者
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

西
側
駐
車
場
の
安
全
対
策
と
し

て
案
内
標
識
な
ど
に
よ
る
駐
車

場
出
入
口
の
注
意
喚
起
や
誘
導

員
の
配
置
、
八
間
通
り
入
口
交

差
点
を
改
良
す
る
プ
ラ
ン
な
ど

を
検
討
し
た
が
、
更
な
る
安
全

性
や
円
滑
性
を
見
出
す
こ
と
は

難
し
い
と
判
断
し
た
。

空
き
家
対
策

問
　
空
き
家
が
利
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
空
き
家
対
策
の
本
来
の

目
的
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
現

状
で
は
空
き
家
の
処
理
に
終

わ
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
空
き

家
が
利
活
用
さ
れ
る
に
は
、
空

き
家
を
解
体
し
て
、
更
地
に
し

て
家
を
建
て
替
え
る
こ
と
が
必

要
だ
が
、
そ
れ
に
は
高
額
な
費

用
が
か
か
り
、
ま
た
、
空
き
家

を
解
体
し
て
更
地
に
す
る
と
固

定
資
産
税
が
跳
ね
上
が
る
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
家
が
建
っ
て

い
る
時
と
同
額
で
、
一
定
期
間

固
定
資
産
税
を
上
げ
な
い
で
猶

予
す
る
と
い
っ
た
、
空
き
家
の

利
活
用
が
進
む
よ
う
に
市
と
し

て
の
支
援
策
は
と
れ
な
い
の

か
。
あ
る
い
は
、
家
主
が
空
き

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
て
他

人
に
貸
し
出
す
と
い
っ
た
こ
と

が
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
必
要
に

な
る
と
思
う
が
、
市
が
空
き
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
援
助
を

行
え
ば
、
空
き
家
を
貸
す
人

も
、
借
り
る
人
も
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム

に
よ
っ
て
関
連
業
者
の
仕
事
が

増
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

な
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
策
に
つ
い
て
議
員

か
ら
提
案
が
さ
れ
た
が
、
実
際

に
、
ほ
か
の
市
で
も
こ
の
支
援

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
空

き
家
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
た

め
、
な
か
な
か
市
民
の
大
切
な

税
金
を
使
う
支
援
策
に
対
し
て

は
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
市
に
は
、
各
分
野
か
ら
関
係

団
体
が
集
ま
っ
て
協
議
を
行
う

場
で
あ
る
「
平
塚
市
空
家
等
対

策
協
議
会
」
と
い
う
組
織
が
あ

る
の
で
、
そ
の
中
で
意
見
を
聞

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
湘
南
海

岸
公
園
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整

備
・
管
理
運
営
事
業
の
施
設
配

置
の
見
直
し
の
方
向
性
　
市
民

か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
対

す
る
見
解
　
諸
課
題
の
公
共
施

設
の
設
備
の
更
新
に
つ
い
て
　

大
神
地
区
へ
の
医
療
施
設
の
誘

致
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

湘
南
海
岸
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン

整
備
・
管
理
運
営
事
業
は
中
止
を

石
田 

雄
二 

議
員

　議会には、議員の調査研究のた
め、図書室の設置が法律により義務
付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とす
るため、市役所本館８階の議場前の
開放したスペースに議会図書室を設
け、市民・議会・行政が共同で利用
できる環境をつくりました。

議会図書室のご案内

　目の不自由な方に市議会の活動をお
伝えするため、議会だよりの内容を朗
読した「声の議会だより」
を発行しています。また、
点字版も発行しています。
　ご希望の方は議会局まで
ご連絡ください。

問い合わせ
議会局 ☎21-8791

声や点字の
　 議会だより

審議の結果
〇は賛成

（各会派の正式名称はページ右下に記載しています）市長提出議案
議案番号 件　名 結果 清 し 湘 公 共

第36号 専決処分の承認について〔令和４年度平塚市一般会計補正予算〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○

第37号 平塚市附属機関設置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

第38号 平塚市民病院の診療費その他の費用の徴収に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○

第39号 損害の賠償について 撤回 — — — — —

「議案第39号 損害の賠償について」の撤回について 承認 ○ ○ ○ ○ ○

第40号 令和４年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○

第41号 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

報告番号 件　名

第3号 継続費の逓次繰越しの報告について

第4号 繰越明許費の繰越しの報告について

第5号 公営企業会計予算繰越しの報告について

第6号 公益財団法人平塚市まちづくり財団の経営状況について

第7号 公益財団法人平塚市生きがい事業団の経営状況について

報　告

議員提出議案
会議案番号 件　名 結果 清 し 湘 公 共

第4号
子どもたちにゆたかな学びを保障する
ために、教職員定数改善と教育予算の
増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○

請願番号 件　名 付託委員会 結果

第2号
子どもたちにゆたかな学びを保障する
ために、教職員定数改善と教育予算の
増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める請願

教育民生常任委員会 採択

請　願

会 派 名 の 表 記 に つ い て
審議結果一覧表では、会派名を略称で表記しています。
正式名称等は次のとおりです。

　　清・・・清風クラブ（８名）　　　
　　し・・・しらさぎ・無所属クラブ（６名）
　　湘・・・湘南フォーラム（５名）
　　公・・・公明ひらつか（４名）
　　共・・・日本共産党平塚市議会議員団（２名）

日本共産党平塚市議会議員団
所 属 議 員

松本 敏子 議員




